
講演会

重粒子線
治療について
～ある患者の治療体験～

ただいま山形大学飯田キャンパスでは巨大な重粒子線がん治療施設の建設が進んでいます【↑写真】。地上 4
階、地下 1階です。完成予定は来年の 2019年３月末【←写真】。治療開始は 2020年 3月の予定です。
この治療施設については、これまで主に建築費や維持費については議論されてきた一方で、そもそもどんな

病気をどう治療するものなのかはまだまだ知られていないように思われます。そこで今回、実際に国内で重粒

子線の照射治療を体験された方に匿名でお話を聞く機会を設けました。関心のある方はぜひおいでください。
とくめい

貴重な機会ですが、きわめてセンシティブなプライバシーにかかわる内容ですので、すみませんが会場での

撮影・録音はご遠慮ください。また、学内の駐車場も少ないため、おいでの際はなるべく「山形大学専用シャ

トルバス」や「ベニちゃんバス 東くるりん」などをご利用ください（ただし終バス時間には御注意を）。

とき：１2月10日（月）18時～19時半
ところ：山形大学 人文社会科学部 1号館301教室（山形市小白川町／入場無料）

主催：日本科学者会議（http://www.jsa.gr.jp/ ）山形支部
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日本科学者会議は日本の科学の自主的・総合的な発展と科学者としての社会的責任を遂行するための共同組織です。理系文系問わず研究分野を超えた学会の

性格ももっています。 会場責任者：松本邦彦（山形大学人文社会科学部／電話 023-628-4250(研究室)）

http://www.jsa.gr.jp/

